
前
政
権
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ
」
の
大
転
換
を
掲
げ

政
権
に
就
い
た
が
、
子
供
騙
し
。

結
果
こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
、

国
民
が
大
き
く
破
損
し
た
の
で

あ
る
。

デ
フ
レ
に
手
を
打
て
ず
空
白

の
三
年
間
で
、
働
く
国
民
に
構

造
的
変
化
が
起
き
た
。

「
三
本
の
矢
」
の
一
つ
、
財
政

出
動
の
公
共
事
業
は
資
材
も
人

（
職
人
）
も
足
ら
な
い
状
況

（
手
抜
き
）
が
透
け
て
く
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
、
原
材
料
の
支
配

が
進
み
食
料
品
等
の
高
騰
が
発

生
す
る
。
需
要
と
供
給
に
従
前

に
な
い
構
造
的
変
化
が
起
き
る

で
あ
ろ
う
。

資
源
の
フ
ラ
ッ
ト
化
が
進
み
、

物
は
低
き
か
ら
高
き
に
流
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
イ
ン
フ
レ
の

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

新
た
な
資
本
主
義
の
支
配
と
供

給
、
追
米
の
新
戦
国
時
代
の
ス

テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
言
え
る
。

「

10年
先
を
見
、
ど
う
し
ょ
う
」

と
常
に
考
え
る
。

金
沢
工
業
大
学
名
誉
教
授
の

奥
村
善
久
氏
は
先
月
米
ワ
シ
ン

ト
ン
で
開
か
れ
た
全
米
工
学
ア

カ
デ
ミ
ー
の
授
賞
式
で
「
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ス
タ
ー
ク
・
ド
レ
イ
パ
ー

賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
賞
は
工

学
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
物
に

授
与
さ
れ
、
「
工
学
分
野
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
」
と
も
呼
ば
れ
る
賞
で
、

マ
ス
コ
ミ
に
奥
村
氏
が
語
っ
て

い
ま
し
た
。

「
ど
う
し
て
も
こ
れ
が
や
り

た
い
と
い
う
こ
と
を
５
年
、

10

年
先
で
も
き
ち
っ
と
決
め
、
こ

れ
は
自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使

命
）
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
」

こ
れ
は
聖
路
加
国
際
病
院
理

事
長
、
日
野
原
重
明
氏
（
百
一

歳
）
が
語
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
先
が
ど
う
あ
っ

て
ほ
し
い
か
、
ど
う
影
響
し
て

く
る
か
、
実
行
で
後
が
大
き
く

違
っ
て
来
る
の
で
す
。

社
会
の
行
く
先
、
進
歩
に
先

行
し
て
行
動
し
て
い
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
時
、
ゼ
ロ
戦
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
敵
機
の
未
来

位
置
の
先
の
先
を
知
り
、
回
避

す
る
で
あ
ろ
う
先
に
機
銃
弾
を

集
中
す
る
と
語
っ
て
い
る
。

ー
「
大
空
の
サ
ム
ラ
イ
」
坂
井

三
郎
。

隕
石
も
秒
速
数
十
㎞
、
到
達

位
置
が
見
え
な
い
空
気
で
変
わ

る
。人
は
結
局
、
自
分
の
感
覚
を

素
直
に
信
じ
行
動
す
る
。
後
は

天
に
従
う
だ
け
で
す
。

追
米
が
命
、
何
も
考
え
ず
傘

下
に
生
き
る
の
が
使
命
で
は
、

現
代
は
奴
隷
国
家
で
あ
る
。
こ

れ
は
壊
れ
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

「
善
の
循
環
」
、
他
人
の

利
益
を
図
ら
ず
し
て
、
自

ら
の
繁
栄
は
な
い
。
創
意

工
夫
に
努
め
、
世
の
中
に

新
し
い
価
値
を
も
た
ら
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
失
敗
し
て
も
成
功
せ
よ
」

「
野
戦
の
一
刀
流
」
「
川

上
遡
上
主
義
」
「
土
地
っ

子
に
な
れ
」
以
上
が
Ｙ
Ｋ

Ｋ
グ
ル
ー
プ
の
精
神
で
す
。

顧
客
に
と
っ
て
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
か
肌
で
感
じ
、

吸
収
で
き
る
か
。

答
え
は
会
議
室

で
な
く
現
場
で
あ

る
。
現
場
を
ど
れ

だ
け
知
る
か
で
決

ま
る
の
で
あ
る
。
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「禍
」は
下
か
ら
起
き
る
と
、
語
る

経
営
者
が
い
ま
す
。

こ
れ
は
自
ら
の
限
界
を
、
認
め
た

も
の
で
す
。

組
織
は
、
頭
か
ら
腐
る
。

「禍
」は
上
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

「禍
」は
、
上
の
能
力
を
超
え
な
い
。

越
え
た
ら
消
滅
で
す
。

す
な
わ
ち
、
下
が
変
わ
る
こ
と

よ
り
上
が
変
わ
る
こ
と
で
す
。

「
善
」
は
、
上
か
ら
起
き
る
の
で
あ

る
。

上
が
下
を
批
難
す
る
と
き
、
己
の

足
ら
な
さ
を
知
る
。

上
が
、
下
の
出
来
を
決
め
る
。
そ
の

現
実
は
見
え
な
い
も
の
。

直
感
は
後
で
確
認
さ
れ
、
違
和

感
は
正
直
で
あ
る
。

先
入
観
か
ら
離
れ
た
第
一
印
象

は
、
外
れ
な
い
も
の
で
す
。

上
は
総
じ
て
聡
明
に
し
て
謙
虚
で

重
厚
で
あ
る
。

武
士
道
は
「
礼
」
に
始

ま
り
「
礼
」
に
終
わ
る
。

「
礼
」
は
、
人
の
感
情
を

支
配
す
る
の
で
あ
る
。


